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2020 年春以降、コロナ禍が猛威を振るい、いまだに出口が見えない状況にある。東日本

大震災やリーマンショックの際にも経験したことであるが、危機的な状況にこそ抱えてい

る本質的な問題が露わになり、最も弱い部分が大きく揺さぶられる。しかも今回のコロナ禍

は過去の危機とは違った側面を持っている。今回は、それを様々な観点から指摘した論考を

取り上げよう。 

山田久「コロナ危機をどう乗り切るか－日本経済再生のシナリオ－」(『月刊資本市場』

第 420 号、公益財団法人資本市場研究会、2020 年 8 月)は、「マクロ的に見て、ウイズ・コ

ロナの時期には、企業や個人にとって、かつてない厳しい経済状況が続くことを覚悟する必

要があるが、重要なのはパンデミックが進む間に社会や経済の在り方が大きく変わってい

く点を見据えること」であり、「今回のショックは極めて大きく、かつ長期化が予想される

なか、不可逆的な変化が生じると考えられる。」「なかでもインパクトが大きいのは、人と人

との接触を減らす必要があることから、デジタル技術を活用した経済・社会活動が飛躍的に

増加することである。」そして「業務デジタル化」、「オンライン事業拡大」、「国内回帰」と

いうキーワードが今後の重要な方向になると論じる。 

コロナ禍は労働市場にも従来の危機とは異なる大きな影響を与えた。伍賀一道「コロナ禍

と休業・失業の増大」（『経済』第 300 号、新日本出版社、2020 年 9 月）は、今日のコロナ

危機のもとで完全失業率は漸増であるものの、「その一方で休業者はかつてないほど増加し

た」とし、休業者に注目して、その産業別内訳についても考察している。「リーマンショッ

ク時は製造業を中心に派遣切りが大きな社会問題となったが、今回のコロナ危機による休

業者は、政府の緊急事態宣言や自治体からの休業要請を受けて営業を自粛した飲食サービ

ス、スポーツジム、イベント業者、宿泊施設、バス・タクシー業界などをはじめ製造業を含

むあらゆる産業に広がっている」、そして「最も多数を占めていたのは宿泊業、飲食サービ

ス」と指摘している。 

また、渡邊木綿子「‘コロナショック’は、仕事や生活にどのような影響を及ぼしているの

か－JILPT『新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査』結果より」

(『ビジネス・レーバー・トレンド』第 2020 巻 10 号、労働政策研究・研修機構、2020 年

8・9 月)は、詳細な調査データをもとに産業別影響の検討とともに「新型コロナウイルスの

感染拡大がより深刻な、人口集積の高い都市部ほど大きな影響を被っている側面もあると



みられる」ことや「年齢層が低下するほど、『収入の減少に伴う生活への支障』等を挙げる

割合が高い」こと、「『収入の減少に伴う生活への支障』を挙げた割合は『正社員』より『非

正社員』、更に『フリーランス』の順で高く、また昨年 1 年間の世帯年収が低いほど高まる

傾向が見て取れる」ことを指摘している。 

コロナ禍できわめて大きなダメージを受けた芸術文化における「フリーランス」ワーカー

に焦点を絞ってその背景を検討したのが、藤井慎太郎「芸術文化から見たコロナ禍とフリー

ランスの課題」（『都市問題』第 111 巻 8 号、公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所、

2020 年 8 月）である。藤井論文は、「コロナ禍においては、多数の人間が集うこと、さらに

そこに生まれる『にぎわい』は警戒し、避けるべきものとされた。その中で、観光・外食と

ならんで、文化は最も深刻な打撃を受けた領域である。（中略）そして文化はフリーランス

が目立って多い領域でもある。」「自由かつ柔軟、流動的で束縛が弱いゆえに、想像力と創造

性を発揮しやすいフリーランスとしての働き方と、芸術や創造・文化産業との親和性が高い

ことは不思議では無い。」と指摘している。 

 コロナ禍が、これまで述べてきたように｢人と人の接触｣や「にぎわい」を避けるべきもの

にしたならば、それらが魅力であった都市のあり方を根本的に変える可能性が出てくる。瀬

田史彦「コロナ禍が変える都市のパラダイム」（『産業立地』第 59 巻 4 号、一般財団法人日

本立地センター、2020 年 7 月）は、「都市や都市圏での密度のコントロールも検討する必要

がありそうだ。都市の魅力だったはずのにぎわいや交わり、それ自体も何らかの改善を求め

られるだろう。不特定多数が利用する公共交通のあり方も問われることになる。都市に必要

な様々な機能を、人が集まりすぎないように分散配置すべきかもしれない。」と論じている。

かりにコロナ禍が去ったとしても、その突きつけたものは極めて重い。 


